
 

 

平成２８年度 第４回（震災後 第６９回） 

陸前高田市保健医療福祉未来図会議 
平成 28 年 8 月 19 日(金) 13:30～15:30 

                         陸前高田市役所 4 号棟第 6 会議室 
次  第 

◆テーマ 

「 NPOのつよみを活かした地域づくり 」 
１ あいさつ 

   陸前高田市 民生部長兼保健課長 菅野利尚 

 ２ 内容 

（１）未来図会議のめざすこと ～一人ひとりが元気になる地域づくりに向けて～ 

陸前高田市地域包括ケアアドバイザー 岩室紳也氏 

（２）報告（話題提供） 

 報告 NPOのつよみを活かすとは︖ ～知ってつながる NPO～ 

    陸前高田まちづくり協働センター センター長 三浦まり江氏 

報告 地域の実情に応じた地域支援事業の展開 ～ある一例として～ 

    陸前高田市 民生部保健課 包括支援係長 佐藤咲恵 

（３）グループで「はまってけらいん、かだってけらいん」  

⇒テーマ︓NPOの力、市民の力、行政の力･･･が、どうするとつながれますか 

・地域、NPO、関係機関、専門機関、行政等それぞれのつよみを活かしな

がら、人財の再発見と育成を積み重ね、具体的につながるために･･･ 

 

３ その他連絡・アナウンス  

  ・旭神経内科リハビリテーション病院 

 
【事務局︓陸前高田市民生部】 

 ※次回（第 70 回）︓平成 28 年 9 月 16 日（金）13︓30～15︓30  

   ◆９月メインテーマ（仮）︓通いの場づくり ～つながりを持ち続ける理由～② 

             ･･･市内町別の 「はまかだスポット」の確認、実際にプロット 

               町別人口・世帯構成、介護認定率等ともあわせて･･ 

◆会場︓市役所 第４号棟 第 6 会議室 

平成 28年度未来図会議年間テーマ 

私から始める他人（ひと）ごと意識の解消 ～ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの実践～ 

 



 

平成２８年度の陸前高田市保健医療福祉未来図会議（月１回）の予定 

 
○日程と月別テーマ（予定） 

  H28 年︓  10/14（金）第 71回 

(仮)子どもからお年寄りまで誰もが集える居場所づくり、コミュニティづくりとは 

【出張未来図会議︓栃ケ沢公営住宅集会室（予定）】 

11/11（金）第 72回 

(仮)子育て世代が必要としている支援、切れ目のない妊産婦・乳幼児への支援とは 

～子ども・子育て世代への合理的配慮って︖～ 

12/16（金）第 73回 

(仮)エンド・オブ・ライフケアと地域コミュニティ 

～地域でその人らしく最期を迎えるために～ 

  H29 年︓  1/20（金）第 74回 

2/17（金）第 75回     ※検討中 

3/17（金）第 76回 

      

 

○会議の趣旨 

  住民の生活にかかわる関係者が集まり、住民一人一人の健康で文化的な生活及びノーマライ

ゼーションという言葉のいらないまちづくりの実現を目指し、震災のからの復興に向けた地域

にとってよりよい体制づくりに寄与し続けられるよう、保健医療福祉分野の視点から中・長期

的な展望を議論する。 

 

○大きな方向性 

・ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの推進 

「はまってけらいん、かだってけらいん運動」の推進 

・ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの融合・実践 

・市民・他分野機関との協働、未来図（計画）策定 

・居場所づくり、相互の経験に学ぶネットワークづくり 

 

○陸前高田市保健医療福祉未来図会議メーリングリスト 

◆こちらまでお知らせください。 

   http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c 

http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c


平成28年度 第５回
（震災後６９回）
陸前⾼⽥市

保健医療福祉未来図会議

平成28年8⽉19⽇（⾦）13:30〜15:30
陸前⾼⽥市役所 4号棟 第6会議室

本⽇（H28.8/19）の会議の概要

◆テーマ
NPOのつよみを活かした地域づくり

H28.7⽉、8⽉、9⽉（シリーズ開催）
･･･⽇頃、通り過ぎて⾒過ごしていたかも知れない
地域の「宝物（活動）」を継続して確認しながら、
これからの元気づくりについて、それぞれでできる
ことを仕掛け続けて⾏きましょう

前回（H28.7/22）の会議の結果概要①
◆テーマ
通いの場づくり

〜つながりを持ち続ける理由〜①

※平成28年度未来図会議年間テーマ

私から始める他人（ひと）ごと意識の解消

～ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの実践～

･･につながる地域の通いの場＝はまかだスポットを知ろう
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･･･市内町別の「はまかだスポット※」の確認、実際にプロット
市内町別の人口・世帯構成の推移、介護認定率の推移
保健事業、生涯学習事業など行政の実施状況
健診結果の状況などと重ねて見ていけないか

１ インフォーマル（地域の）
7月の未来図会議の例・・

２ フォーマル（公的な）
健康担当課だけでなく・・

2016/8/19

※はまかだスポット：地域ではまかだできる通い
の場、居場所＝ノーマライゼーションという言葉
のいらないまちづくり実践の場



小友

あゆっこ
（延９５５）

にこにこ
（延８７９）

シルバー人材センター
わんわん教室

（延８７）

ベビーサロン
（実３４）
（延６２） きらりん

（実１２６）
（延１５００）

あゆっこin横田
（実６）

世代間交流

前回（H28.7/22）の会議の結果概要②
◆「きょういく」ところ、「きょうよう」があるところ事例

前回（H28.7/22）の会議の結果概要③

◆「きょういく」ところ、「きょうよう」があるところ事例



前回（H28.7/22）の会議の結果概要④

◆「きょういく」ところ、「きょうよう」があるところ事例

前回（H28.7/22）の会議の結果概要⑤

◆グループディスカッションの声

･･･そこで改めて今⽉は

◆テーマ
NPOのつよみを活かした地域づくり

本⽇（H28.8/19）の会議の進め⽅①
◆タイムスケジュール 〜14︓20
（１）未来図会議のめざすこと

〜 ⼀⼈ひとりが元気になる地域づくりに向けて 〜
陸前⾼⽥市 地域包括ケアアドバイザー 岩室紳也⽒

（２）報告（話題提供）
報告 NPOのつよみを活かすとは︖ 〜知ってつながるNPO〜
陸前⾼⽥まちづくり協働センター センター⻑ 三浦まり江⽒

報告 地域の実情に応じた地域⽀援事業の展開〜ある⼀例として
陸前⾼⽥市 ⺠⽣部保健課 包括⽀援係⻑ 佐藤咲恵



本⽇（H28.8/19）の会議の進め⽅②

◆タイムスケジュール 14︓20〜
（３）グループで「はまってけらいん、かだってけらいん」

⇒テーマ： NPOの力、市民の力、行政の力･･･（関係機関）

が、どうするとつながれますか？

①NPOとつながっていない理由

不安、不満など、現状・実際の共有から

②それを解消していくには

15︓15〜 個別アナウンス・周知

未来図会議のめざすこと
〜⼀⼈ひとりが元気になる地域づくりに向けて〜

陸前高田市地域包括ケアアドバイザー

岩室紳也氏



未来図会議のめざすこと
～一人ひとりが元気になる地域づくりに向けて～

ヘルスプロモーション推進センター

岩室紳也

避けたいことは？

がん

孤独死寝たきり 認知症

糖尿病

心臓病 引きこもり

脳卒中

大事にしたいこと

めざしたいことは



幸せ

役割・出番居場所 安心

生きがい

楽しさ 健康

元気

にならない

従来（指導型）の健康教育
（日本的健康づくり）

地域保健関係者

健診受けた？？
飲み過ぎ、食べ過ぎ、運動不足

心配事は、誰かに相談を

（島内 1987、吉田・藤内 1995を改変）

本人

目指すのは
病気に、障がいにならない人生

めざすものはWell-being、QOLの向上

ヘルスプロモーションの理念
（世界がめざす健康づくり）

本人
家族地域住民

保健福祉等の
行政関係者 環境づくり

自助共助

（ネットワーク化に向けた）

公助

公助 共助 自助

関係性の再構築で

居場所づくり

（島内 1987、吉田・藤内 1995を改変）

関係機関

健康日本21（第2次）概念図

社会参加
の機会の

増加



健康日本21（第2次）概念図

①地域のつながりの強化

ソーシャルキャピタルの向上 「つながり」

と言えば

「絆」？

相反するから「お互い様」

はどう読みますか絆

絆（ほだし）
手かせ 足かせ 迷惑 束縛

絆（きずな）
つながり むすびつき

信 頼

規範（互酬性）

お互い様ネットワーク

ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）の三要素

３つは相互に関連

平成26年度厚生労働科学研究（健康安全・危機管理対策総合研究事業）
「地域保健対策におけるソーシャルキャピタルの活用のあり方に関する研究」

http://www.jpha.or.jp/sub/menu04_10.html
絆（ほだし：手かせ、足かせ、束縛、迷惑）絆（きずな：つながり、むすびつき）



ソーシャル・キャピタル（絆〔きずな＋ほだし〕）の効用

自覚的健康度

自殺率

ソーシャル・キャピタル（絆〔きずな＋ほだし〕）

健康面の効用
行政効率

まちおこし

防災対策

治安・防犯

子育て

教 育

就 労

経済成長

技術革新

健康以外の効用

平成26年度厚生労働科学研究（健康安全・危機管理対策総合研究事業）
「地域保健対策におけるソーシャルキャピタルの活用のあり方に関する研究」

http://www.jpha.or.jp/sub/menu04_10.html

総死亡率

健康行動

喫煙率

運動習慣

↑

↓

↓

↑

↑
↓

協働でソーシャル・キャピタルの醸成を

１ 行政の効率化の促進

２ 参加ニーズの高まり

自己実現

市民の満足度を高める参加領域の拡大

当事者、高齢者、消費者、企業参加への拡がり

市民活動（地縁団体・NPO）や地域づくり

３ 地域の実情の即したまちづくり

市民ニーズや地域の実態に見合ったまちづくり

何が必要とされているのか、何をすべきか、考えなが
ら政策を作っていく必要性

千葉大学法政経学部准教授 関谷 昇先生資料改変

資源の新しい流れ

【従来型】

税金

行政サービス

【今後】

協働のまちづくり

・事業の合理化
・税収の拡充
・民間委託～PPP

・社会（地域）参加
・共助、支え合い
・やりがい、信念
・CSR プロボノ
・寄付（税制優遇）

・資源循環
・地域資源の価値化
・社会的投資

・市民との対話
・コミュニティ支援
・領域横断の政策

千葉大学法政経学部准教授 関谷 昇先生

【市民・地域】

地域コミュニティの見直し

地縁団体
自治会
町内会

・民生児童委員
・青少年指導委員

・健康、防犯防災、消費、
福祉、環境などの関連委員

社会福祉協議会

老人会、子ども会
PTA

消防団、防犯協会

NPO
ボランティア

商店会
事業者
企業

個人

社会的起業

千葉大学法政経学部准教授 関谷 昇先生



自立は、依存先を増やすこと

希望は、絶望を分かち合うこと

熊谷晋一郎

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm が問われていることは

既に日本社会には



http://mainichi.jp/articles/20160425/k00/00m/040/119000c

行政効率探求が

問われていること

自立は、依存先を増やすこと

希望は、絶望を分かち合うこと

熊谷晋一郎

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと

協働で増やす居場所、絆（きずな＋ほだし）



サービスの質を落とさないために
～市民協働への期待～

0 2 4 6 8 10 12

県立施設

指定管理

市民協働

県施設 指定管理 NPO・ボランティア 困ってからの課題解決、協働

ではなく

日常的に

自分自身の元気づくりを！

を つながり や はまかだ、

NPO、ボランティア活動でキャッチ！

自分にとって大事な



2016/8/19

1

NPOのつよみを活かすとは？
～知ってつながるNPO～

陸前高田まちづくり協働センター

NPOってどんなもの？

市民が地域にある様々な課題に対して、「何とかしよう」「より
良くしよう」と自発的・主体的に取り組み活動している、公益
かつ非営利の団体（市民活動団体）

子育ての悩み…

高齢者が元気ない…

健康が心配…

畑づくりでみんな
元気＆健康に！

畑づくりで元気に
できないかな？

いいね！

仲間と一緒に活動を
スタート

課題に共感してくれる
仲間とつながる

社会・地域にある課題
に気づく

NPO（最広義）

NPO（広義）

NPOって「誰」のこと？

NPO（狭義）

NPO（最狭義）
特定非営利活動法人

生活協同組合

労働組合

同窓会

趣味のサークル

市民活動団体

ボランティア団体
地縁団体（自治会等）

公益財団法人

公益社団法人

学校法人

社会福祉法人

一般社団法人
一般財団法人

NPOはお金がかからない？

畑づくりでみんな
元気＆健康に！

👆お金がかかるもの例
• 畑の土地代、事務所の家賃など賃借料
• 苗や種、肥料、お茶や道具等の購入費
• 管理する、お世話する人の人件費
• 電話代、水道代、電気代 等など

NPO例

畑を借りたい

種や苗を
買わないと

水も必要

管理する人
もいるかな？

作業の休憩に
お茶を出したい

実はお金がかかります！



2016/8/19

2

NPOの資金源は？

会費・寄附金 事業収入

補助金・助成金 受託事業

・定期的な収入
・使途の自由度が高い
・小口が多い

・単年度のものが多い
・使途が限定される
・金額は大きい

・使途の自由度が高い
・投資した分が回収できるか

・金額が大きい
・しっかりした実施体制
・団体の目的と一致するか

① ②

③ ④

NPOのよくあるQ＆A

「非営利」…活動で得た利益を構成員に分配しないで、目的を達成するための費
用に充てることです。活動をするために、事業で収益をあげても大丈夫なのです。

NPO…自分たちの社会や暮らしを良くするために必要な、営利を目的としない活
動を行う団体（＝人の集まり）のこと。
ボランティア…個人の自発的な自由意思によって行われる活動のこと。

Q.「非営利」だから儲けてはいけない？

Q.「NPO」と「ボランティア」は同じもの？

NPOが一番大切にしているのは、団体の目的を達成すること。
NPOは団体の目的達成のためであれば、その活動が儲からなくても積極的に取
り組みます。
儲からないけれど、その活動があることで地域がよりよくなる、困っている人を助
けることができる。そこに価値を置いているのがNPOです。

Q.儲からないのに、どうしてNPOで活動するの？

GreenFields 【他】

大船渡地区被災者相談支援セン
ター

【窓・取】【情】

陸前高田市社会福祉協議会 【ボラ】【情】

NICE 【子全般】

ご存知ですか？～震災とNPO
＜横田町＞活動団体 活動分野

夢ネット大船渡 【情】【キャパ】

遠野まごころネット 【子全般】

パクト 【物】

まぁむたかた 【法】【コミュ】【保・医】

陸前高田市青年団体協議会 【コミュ】

いわて生活協同組合 【炊】

遠野山・里・暮らしネットワーク 【生活】【コミュ】

岩手県司法書士会 【法】

東北大学
陸前高田応援サークルぽかぽか

【コミュ】

神戸大学 東北ボランティア
バスプロジェクト

【コミュ】

岩手大学 【コミュ】

いわて三陸ひまわり基金
法律事務所

【法】

ハマトラ横浜フットボール
ネットワーク

【子全般】【コミュ】

陸前高田市社会福祉協議会 【コミュ】

健康生活ネットおおふなと 【教】【保・医】

陸前高田市復興支援連絡会 【コミュ】【情】【他】

＜高田町＞活動団体 活動分野
夢ネット大船渡 【情】【キャパ】

遠野まごころネット 【子全般】

パクト 【子全般】【物】

まぁむたかた
【法】【キャパ】

【保・医】【子育て】

陸前高田市
保健医療福祉未来図会議

【保・医】

いわて生活協同組合 【コミュ】【炊】【他】

遠野山・里・暮らしネットワーク
【生活】【コミュ】
【ボラ】【収】

岩手県司法書士会 【法】

シャンティ国際ボランティア会 【他】

東北大学
陸前高田応援サークルぽかぽか

【コミュ】【生活】
【子全般】

神戸大学 東北ボランティア
バスプロジェクト

【コミュ】

セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
【子全般】【キャパ】

【教】

岩手大学
【子全般】【コミュ】
【生活】【情】

国境なき子どもたち 【子全般】

いわて三陸ひまわり基金
法律事務所

【法】

陸前高田市社会福祉協議会 【コミュ】【情】【他】

日本ユニセフ協会/
岩手県ユニセフ協会

【子全般】【子育て】
【教】

前田建設工業株式会社 【コミュ】

＜米崎町＞活動団体 活動分野
夢ネット大船渡 【情】

遠野まごころネット 【子全般】

パクト 【物】

まぁむたかた
【法】【キャパ】
【保・医】【女】

再生の里ヤルキタウン 【コミュ】【教】【住】

桜ライン311 【他】

陸前高田市青年団体協議会 【コミュ】

いわて生活協同組合 【コミュ】【炊】【ボラ】

ReVA復興ボランティアチーム・上
尾

【生活】

遠野山・里・暮らしネットワーク 【生活】【ボラ】【収】

岩手県司法書士会 【法】

東北大学
陸前高田応援サークルぽかぽか

【コミュ】【生活】

神戸大学 東北ボランティア
バスプロジェクト

【コミュ】

岩手大学 【コミュ】【情】

いわて三陸ひまわり基金
法律事務所

【法】

陸前高田市社会福祉協議会 【コミュ】

NICE 【子全般】【産業】

教育支援チーム「まつ」 【物】

健康生活ネットおおふなと 【教】

子どもグリーフサポートステーショ
ン

【子全般】

もっちぃと森の仲間たち 【物】

陸前高田市復興支援連絡会 【コミュ】【情】【他】

＜小友町＞活動団体 活動分野
夢ネット大船渡 【情】【キャパ】

遠野まごころネット 【ボラ】

陸前たがだ八起プロジェクト 【コミュ】【窓・取】【生活】

パクト 【子全般】【物】

まぁむたかた 【法】【キャパ】【保・医】

桜ライン311 【他】

いわて生活協同組合 【コミュ】【炊】【ボラ】【他】

ReVA復興ボランティアチーム・上
尾

【住】【コミュ】【ボラ】

遠野山・里・暮らしネットワーク
【生活】【ボラ】
【コミュ】【収】

岩手県司法書士会 【法】

シャンティ国際ボランティア会 【他】

東北大学
陸前高田応援サークルぽかぽか

【子全般】

神戸大学 東北ボランティア
バスプロジェクト

【コミュ】

岩手大学 【ボラ】【情】

国境なき子どもたち 【子全般】

いわて三陸ひまわり基金
法律事務所

【法】

陸前高田市社会福祉協議会 【コミュ】

前田建設工業株式会社 【ボラ】

もっちぃと森の仲間たち 【物】

陸前高田市復興支援連絡会 【コミュ】【情】【他】

＜広田町＞活動団体 活動分野
夢ネット大船渡 【情】

パクト 【子全般】【物】

まぁむたかた 【法】【キャパ】

遠野山・里・暮らしネットワーク 【生活】【ボラ】【窓・取】

岩手県司法書士会 【法】

シャンティ国際ボランティア会 【他】

神戸大学 東北ボランティア
バスプロジェクト

【コミュ】

岩手大学 【子全般】

いわて三陸ひまわり基金
法律事務所

【法】

陸前高田市社会福祉協議会 【コミュ】

NICE 【産業】

健康生活ネットおおふなと 【教】

もっちぃと森の仲間たち 【物】

陸前高田市復興支援連絡会 【コミュ】【情】【他】

SET 【他】【子全般】【コミュ】

＜矢作町＞活動団体 活動分野
夢ネット大船渡 【情】

パクト 【子全般】【物】

まぁむたかた 【法】【保・医】

いわて生活協同組合 【コミュ】【炊】

遠野山・里・暮らしネットワーク 【生活】【収】

岩手県司法書士会 【法】

岩手大学
【子全般】【コミュ】
【ボラ】【他】

いわて三陸ひまわり基金
法律事務所

【法】

陸前高田市社会福祉協議会 【コミュ】

NICE 【他】

もっちぃと森の仲間たち 【他】

陸前高田市復興支援連絡会 【コミュ】【情】【他】

＜気仙町＞活動団体 活動分野
夢ネット大船渡 【情】【ボラ】【キャパ】

遠野まごころネット 【子全般】

パクト 【子全般】【物】

にじのライブラリー 【子全般】【収】【コミュ】

まぁむたかた 【法】【コミュ】【保・医】

陸前高田市青年団体協議会 【コミュ】

いわて生活協同組合 【コミュ】【炊】【他】

ReVA復興ボランティアチーム・上
尾

【コミュ】

遠野山・里・暮らしネットワーク 【生活】【ボラ】【収】

岩手県司法書士会 【法】

神戸大学 東北ボランティア
バスプロジェクト

【コミュ】

国境なき子どもたち 【子全般】

いわて三陸ひまわり基金
法律事務所

【法】

陸前高田市社会福祉協議会 【コミュ】

日本ユニセフ協会/
岩手県ユニセフ協会

【子全般】

もっちぃと森の仲間たち 【物】

陸前高田市復興支援連絡会 【コミュ】【情】【他】

＜竹駒町＞活動団体 活動分野
夢ネット大船渡 【情】【ボラ】【キャパ】

遠野まごころネット 【子全般】

パクト 【物】

まぁむたかた
【法】【コミュ】

【キャパ】【保・医】

いわて生活協同組合 【コミュ】【炊】【他】

ReVA復興ボランティアチーム・上
尾

【住】

遠野山・里・暮らしネットワーク 【生活】【コミュ】【ボラ】

岩手県司法書士会 【法】

シャンティ国際ボランティア会 【他】

東北大学
陸前高田応援サークルぽかぽか

【コミュ】【生活】

神戸大学 東北ボランティア
バスプロジェクト

【コミュ】

国境なき子どもたち 【子全般】

いわて三陸ひまわり基金
法律事務所

【法】

陸前高田市社会福祉協議会 【コミュ】

日本ユニセフ協会/
岩手県ユニセフ協会

【キャパ】【子全般】

健康生活ネットおおふなと 【教】

ひまわりハウス 【場】【収】

もっちぃと森の仲間たち 【住】

陸前高田市復興支援連絡会 【コミュ】【情】【他】

教育支援チーム「まつ」 【コミュ】【教】

高田大隅つどいの丘商店街 【他】

子どもグリーフサポートステーション 【子全般】

もっちぃと森の仲間たち 【他】

陸前高田市復興支援連絡会 【コミュ】【情】【他】

りくカフェ
【保・医】【コミュ】
【子育て】【場】

＜住田町＞活動団体 活動分野
夢ネット大船渡 【情】【キャパ】【ボラ】

まぁむたかた 【法】

岩手県司法書士会 【法】

いわて三陸ひまわり基金
法律事務所

【法】

＜市内全域＞活動団体 活動分野

難民支援協会 【他】

パクト 【ボラ】【他】

桜ライン311 【他】

陸前高田まちづくり協働センター 【窓・取】【情】【場】

陸前高田市保健医療福祉未来図
会議

【保・医】

岩大E_code 【情】

6大学支援ネットワーク 【他】

ご存知ですか？～震災とNPO

0

10

20

30

40

50

60

70

80

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

陸前高田市まちづくりプラットフォーム

登録団体数

市内 気仙管内 岩手県内 県外 合計

※陸前高田市まちづくりプラットフォーム
…陸前高田市で復興支援、まちづくり活動に取り組む団体のネットワーク組織。
市内外のNPO等が主な登録者。
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ご存知ですか？～震災とNPO

2013年度

2014年度

2015年度

2016年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活支援

保健・医療・福祉

教育・子ども

なりわい

コミュニティづくり

法律

情報

ボランティア

女性

その他

陸前高田のNPO

パクト
再生の里ヤルキタウン
福祉フォーラム・東北
総合型りくぜんたかた
高田松原を守る会

陸前たがだ八起プロジェクト
教育支援チーム「まつ」

SET

にじのライブラリー
マルゴト陸前高田

愛ネット高田／きらりんきっず／桜ライ
ン311／りくカフェ／教育サポーターズ
ひたかみ／J-ISLANS／みんなの家／陸
前高田市支援連絡協議会AidTAKATA
／陸前高田市復興支援連絡会／SAVE

TAKATA

まぁむたかた

おでかけ支援グループ
そよかぜ

パクト

陸前高田創生ふるさと
会議

紹介NPO①
NPO法人陸前たがだ八起プロジェクト

モビリア仮設住宅（168戸）を中心として、住民が孤

立しないよう、仮設住宅の見守り支援やサロン活
動、自治会活動のサポートなどを行いながら、地
域のコミュニティーづくりに取り組んでいます。

●活動拠点（事務所）
…モビリア仮設住宅東集会所
●つながっているひと
…モビリア仮設住宅自治会・住民、モ
ビリア退去住民、小友地区

どんな団体？

活動内容

• 仮設住宅の住民の方の相談等への対応
• ふれあい畑（週1回）：仮設住民や仮設から退去
した方の交流を目的とした畑づくり

• モビリアクラブ（週1回）：仮設住民が集まり、健
康体操などスポーツを行う会

• 大人の遠足（隔月）：仮設住民・地域住民の垣
根をなくし、だれでも参加できるバスツアー

八起プロジェクト×モビリア自治会・住民

• 顔の見える関係ができ、住民の声から
「ふれあい畑」や「モビリアクラブ」等の
活動が始まった。

八起プロジェクト×小友地区

・「大人の遠足」の参加を募集するために、
チラシを回覧版で配布してもらい、モビリア
住民、モビリア退去者以外の地域の方に
も参加してもらえた。

紹介NPO②
NPO法人きらりんきっず

どんな団体？

●活動拠点（事務所）
…高田大隅つどいの丘商店街内
●つながっているひと
…未就学児をもつお母さん、お父さ
ん、おじいちゃん、おばあちゃん等

親子がいつでも気軽にふらっと立ち寄れるほっと
一息つける、あたたかい居場所づくりを心がけて
います。地域の子育て家庭から妊婦さん、お父さ
ん、おばあちゃん、おじいちゃんも遊びに来てくださ
い。

活動内容

• 親子のふれあい広場運営
• 遊び・子育て講座・リフレッシュ講座・育児相談
• 夕涼み会・運動会・バス遠足・子育て情報・お誕
生会・季節行事・身長体重測定
おでかけひろば（月2回）・食育講座・いもほり・ベ
ビーマッサージ・クッキング など

きらりんきっず×利用者

• ママ同士、パパ同士がつながる場所に
なった。

きらりんきっず×地域の方

• 「夕涼み会」に地域の方からアイディア
や協力をもらい、沢山の人に来てもらえ
る盛り沢山のイベントができた。

• 過去に利用していた家族同士の再会、
出会いの場になった。
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紹介NPO③
陸前高田市復興支援連絡会

どんな団体？

主に仮設住宅の自治会サポート、コミュニティ形成
支援、中間支援の活動を行っています。今後は仮
設に特化せず公営住宅や自力再建者等地域全般
のコミュニティを視野に入れた活動を行っていきま
す。

活動内容

●活動拠点（事務所）
…高田町中田
●つながっているひと
…仮設住宅の自治会・住民等

• 仮設住宅や災害公営住宅でのお茶会開催
• 仮設住宅に残る方の心のケア、自治会サポート

• 仮設住宅、災害公営住宅、コミセン等を会場とし
てのイベントのマッチング

• 支援物資のマッチング
• 会報による情報発信

復興支援連絡会×仮設住宅住民

• 仮設住宅でつながった住民から災害公
営住宅でのお茶会開催の要望があり、
お茶会を開催した。

• 地域住民による仮設住宅の見守りにつ
ながった。

復興支援連絡会×地域

• 支援イベントの実施会場にコミセンや
公民館を借りることができたので、仮設
住宅の住民だけではなく地域の方にも
参加してもらえた。

NPOのつよみ

①現場の声に近い
• 接する住民の方や地域の声を活動につなげる

②専門性が高い
• 活動分野において高いノウハウを持っている

③公益性が高い
• 利益よりも社会課題の解決を優先

③柔軟性がある
• 課題解決の行動に移す判断が早い

④独自のネットワークを持っている
• 同じ分野で活動する市内外の団体とのつながり
を活動に活かす

点と点…つながっていない状況
＝点の中しかカバーできない

NPOとつながる理由

支援からこぼれる人がいない

点がつながり面になると…

誰にとっても暮らしやすい・居心地のいい陸前高田へ

NPOとのつながり方

①ホームページや広報誌、会報を見る
②興味のあるイベント等に参加してみる
③団体のスタッフと顔見知りになる

でも…
「もう少し知ってからつながりたい…」
「自分でも始めてみたい…」

陸前高田まちづくり協働センターは、NPOを「知りたい」「つな
がりたい」「始めたい」方を応援し、支える、地域づくりの拠
点です。
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グループで「はまってけらいん、かだってけらいん」

◆テーマ： NPOの力、市民の力、行政の力･･･（関係機関）が、

どうするとつながれますか？

①NPOとつながっていない理由

不安、不満など、現状・実際の共有から

②それを解消していくには

ハードルを下げる工夫、アイディアを掘り出す

14：45～15：00 グループはまかだ

15：00～15：15 全体発表

◆NPOの力、市民の力、行政の力･･･（関係機関）が、
どうするとつながれますか？

①NPOとつながっていない理由 ②それを解消していくためには

目的共有･･･

事業

歩み寄る

情報

信頼

意識

1G NPOの⼒、市⺠の⼒、⾏政の⼒･･･が、
どうするとつながれますか

①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと①ＮＰＯとつながっていない理由 ②それを解消するためには
・つながっている
十分つながっているが、もっとつながりたい

・ＮＰＯ同士で目的が違うとつながらない？

・住民さんはNPOが知らない、特別の人、外部の
人というイメージが先行

・広報や情報にアクセスしにくい
心に留まらないのでは

・NPOを身近なものに感じてもらえるように
わかりやすくかみくだく努力

・地域の活動に出て逃さない

・信頼できる人の口コミが一番
関わってもらった人に広めてもらう

・FBは高齢者は難しいので電話や１本釣もありだ
よね

２G NPOの⼒、市⺠の⼒、⾏政の⼒･･･が、
どうするとつながれますか

①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと①ＮＰＯとつながっていない理由 ②それを解消するためには
・NPOが何ができるのか知らなかった
・知らないからだよね

知っている人が立ち上げると情報入りやすいけ
ども・・・

リストなどあっても、そこにアクセスするのは勇
気がいる
わからないことが行動につながらない理由

・専門性がどこにあるのか
落とし込むまでかかる

・情報発信
それぞれが何をしているかわかるように
顔と顔が見える「人」を知る

中身もそうだけど、気軽に話しやすい関係大
事



３G NPOの⼒、市⺠の⼒、⾏政の⼒･･･が、
どうするとつながれますか

①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと①ＮＰＯとつながっていない理由 ②それを解消するためには
・まずもって名前が横文字（NPO）
想像がしにくい・・・、団体名が横文字、わかりにくい

・NPO法人という名前にハードルが･･･
高田にはなかった

・活動の内容を深く理解していない
・NPOの中にどういう人財がいて、どういうことができる
のか
人を知っていれば、頼むかも知れない

・団体が多すぎて、把握できない

・どのような人が活動に参加されているのかわからない
ので躊躇している

・一つの団体が特定の人物としかつながっていないイ
メージがある
・高齢者はネット等は難しい

・新たなつながりをもつことの意義が見いだせないので
は
・依存を住民がしてしまっているのでは

・イベントの開催がメインで、日常生活の中でつながる
イメージが持ちにくい

・対象にあわせた広報活動
紙ベースだったり、こまめに発信

・代表者以外のNPOの活動をしているメンバーを
顔を知ること

・地域住民との懇談の場があればニーズ把握が
できるのではないか
・身近なニーズを知る
・地域行事をNPOがするのでなく、住民のみなさ
んと一緒に行う
・イベントだけでなく、日常的な発信もする

４G NPOの⼒、市⺠の⼒、⾏政の⼒･･･が、
どうするとつながれますか

①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと①ＮＰＯとつながっていない理由 ②それを解消するためには
・よくわかっていない
情報が届いていない

・行政や社協がやるという他人事意識
なじみがない

・頼る必要がない
困っていない、自分たちでできる
気づいていない

・はまかだして知り合う
魅力づくり、心地よく、やれることを

地域の人が地域の問題を理解していない、共
有していないので共有できる場をもとう
情報交換の場をもとう

・はまかだスポット
点なので、それをつなぐ人が必要
はまかだコーディネーターがつなげていく

５G NPOの⼒、市⺠の⼒、⾏政の⼒･･･が、
どうするとつながれますか

①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと①ＮＰＯとつながっていない理由 ②それを解消するためには
・情報
協働センターさんの資料ではじめて知った
こんなにもあるんだ
見たことない、気づかされた
わからない

・自分たちが困らないと興味を持たない
関心を向けられないのでは

・直接的な被災者ではないといけないのではない
かという感覚

・情報一覧がほしい
例えば、商店街リストなど・・・

・ニーズにあったＮＰＯが選べるように
アクセスしやすいチラシ

・自分たちで発信することの大切さ
情報収集すること（それぞれが）

・他の団体の理解
異団体、県外でもつながる
みんなでつながりましょう

６G NPOの⼒、市⺠の⼒、⾏政の⼒･･･が、
どうするとつながれますか

①つながりを持ち続けている事例から学ぶこと①ＮＰＯとつながっていない理由 ②それを解消するためには

◆感想
ＮＰＯ初めて知った、法人でしか知らなかった
やりたいことをやれることが素敵
やりがいがある活動できることいい
どんな活動をしているか知らせるといいのでは
中心人物がいなくなると継続ができない
若いマンパワーがあるといい
高田に入って学ばさせてもらっています

・



次回（平成２８年度第６回）未来図会議予定

◆日時

平成28年9月16日（金）１３：３０~１５：３０
◆メインテーマ（仮）
通いの場づくり〜つながりを持ち続ける理由〜②

･･･市内町別の「はまかだスポット」の確認、実際にプロット
町別⼈⼝・世帯構成、介護認定率等ともあわせて･･

◆会場：陸前高田市役所第４号棟第６会議室

◆次々回（平成２８年度第７回）

平成２８年１０月１４日（金）13：30～15：30

平成２８年度の陸前高田市保健医療福祉
未来図会議（月１回）の予定

○日程（予定）

H28年： 9/16（金）、10/14（金）、11/11（金）、

12/16（金）

H29年：1/20（金）、 2/17（金）、 3/17（金）

※3/17（金）会場変更：陸前高田市コミュニティホール

○年間テーマ
私から始める他⼈（ひと）ごと意識の解消
〜ノーマライゼーションという⾔葉のいらないまちづくりの実践〜

「はまってけらいん、かだってけらいん運動」の推進、ハイリスクアプローチと
ポピュレーションアプローチの融合・実践、市民・他分野機関との協働、未来
図（計画）策定、居場所づくり、相互の経験に学ぶネットワークづくり

・10/14（金）第71回
(仮)子どもからお年寄りまで誰もが集える居場所づくり、コミュニティづくりとは
【出張未来図会議：栃ケ沢公営住宅集会室（予定）】

・11/11（金）第72回
(仮)子育て世代が必要としている支援、切れ目のない妊産婦・乳幼児への支
援とは ～子ども・子育て世代への合理的配慮って？～

・12/16（金）第73回
(仮)エンド・オブ・ライフケアと地域コミュニティ～地域でその人らしく最期を迎
えるために～

平成２８年度の陸前高田市保健医療福祉
未来図会議月別テーマ予定

陸前⾼⽥市保健医療福祉未来図会議
メーリングリスト

◆こちらまでお知らせください。
http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c
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 平成２８年度 第４回（震災後第６８回） 

陸前高田市保健医療福祉未来図会議 議事録 
 

テーマ：「通いの場づくり 〜つながりを持ち続ける理由〜①」 

日 時：平成２８年７月２２日(金)１３：３０～１５：３０ 

場 所：陸前高田市役所 ４号棟第６会議室 

参 加：４３名 １１団体 

資 料：下記にアップ 

http://healthpromotion.a.la9.jp/saigai/rikuzentakata.html 

 

１．挨拶  

菅野民生部長 

 本年度、民生部は「地域に打って出よう」ということを掲げて活動しており、未来図会議

においても、災害公営住宅の中で新しいコミュニティをどうつくるのかという議論をしてき

た。きょうは、今後の新たなキーポイントとなる地域での居場所、通いの場と提唱している

が、「その部分を新たにつくるものなのか、それとも目を向ければ既にあるものもあるのか」

「はまってかだっての拠点となるような部分が本当にあるのか、それをどうつくっていくの

か」を皆さんでお話しいただきたい。 

 

２．内容  

 （１）未来図会議のめざすところと「これから」  

    ・陸前高田市地域包括ケアアドバイザー 岩室紳也氏 

 （２）報告 

    報告「市内のあるもの（宝物）探し、地域の通い場探し」  

    ・民生部地域福祉課 課長補佐兼地域福祉係長兼社会福祉士 馬場勝基氏 

    活動事例①竹駒町 店舗型通いの場「ワーカーズコープ」勝沼雅典氏、古澤光氏 

    活動事例②広田町 住民主導型通いの場「泊お楽しみクラブ」藤原紀久子氏 

    活動事例③矢作町 男の通いの場「精米所サロン」※ビデオ出演  

 （３）グループで「はまってけらいん、かだってけらいん」  

    ・テーマ：つながりを持ち続けている事例から学ぶこと  

        ・すごいね！ すばらしいね！ なぜ続いているの？ 何が大事なの？ 

        ・次の具体的な実践につなげるには？ 自分の地域にはないかな？… 

 

 

http://healthpromotion.a.la9.jp/saigai/rikuzentakata.html
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（１）未来図会議のめざすところと「これから」 

（陸前高田市地域包括ケアアドバイザー 岩室紳也氏） 

 この未来図会議でめざすことは、住民の生活にかかわる関係者が集まり、住民一人一人が

健康で文化的な生活及びノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりをどうやっ

てつくっていけるか、皆さんと一緒に考え続けることである。 

 私は、三十五年医者をやってきたが、健康づくりの考え方は随分変わってきた。以前は病

気にならない人生を目指して、「健診を受けたか、食べ過ぎに注意しよう」と注意してきた

が、それでもなかなかよくならない。 

 健康日本 21 が 2000 年に始まったが、そこでは居場所のある人生を目指して、本人が頑張

る「自助」、地域住民がつながってお互いさまで助け合う「互助・共助」、さらに「公助」の

３つが大事だと言っている。今一番行政が力を入れなければいけないのは、ネットワークづ

くりである。人と人とをつなぐことが大事だということが、ヘルスプロモーションの考え方

なのである。 

 もう一つ大事なのは「生活の質の向上」と「社会参加の機会をふやす」こと。社会に出て

いる方々は、健康寿命も延びるし、生活の質も向上するということがわかってきた。そのた

めに何が大事かというと「ソーシャル・キャピタル」、日本語でわかりやすく言うと「地域の

つながりを強化しよう」ということである。このソーシャル・キャピタルは信頼・ネットワ

ーク（絆：きずな）・お互いさま（絆：ほだし）がもとで人は健康になり、自殺も減る。それ

以外にも、まちおこしや防犯の点もよくなることがわかっている。 

 では、どうやってソーシャル・キャピタルをつくっていけばいいのかというと、これが当

たり前にできるのは、はまってけらいん、かだってけらいんが浸透したまちである。そのた

めには、はまかだスポット、通いの場があれば、人は社会にも出て行くし、元気になってい

くのではないか。このソーシャル・キャピタルは、はまかだスポット、通いの場があるとこ

ろでどんどん育っていくわけである。きょうは、陸前高田市の中にソーシャル・キャピタル

（＝はまかだスポットや通いの場）はどこにあるのか。それを具体的に教えていただき、皆

さんに何かを感じて持ち帰っていただきたい。 

 

（２）報告「市内のあるもの（宝物）探し、地域の通い場探し」 

（民生部地域福祉課 課長補佐兼地域福祉係長兼社会福祉士 馬場勝基氏） 

 ７月の「通いの場づくり～つながりを持ち続ける理由～①」というテーマだが、実は陸前

高田市で既に活動している３つの団体がある。きょうは、この団体に途中で発表していただ

きながら進めていきたいと思う。 

 まず「市内のあるもの（宝物）」だが、地域の通いの場を探すということで、気仙地区の民

生児童委員協議会の岡本会長が中心となり、民生委員・児童委員の協力のもとで水上の災害

公営住宅の集会所でお茶っこのみの会を行っている。災害公営住宅や仮設住宅に住んでいる

方、近隣の方、さまざまな方が集い、はや１年になるが、先日私たちもお招きを受けて行っ

てきた。この水上サロンに集っている方々はほぼ女性で年齢もまちまちだが、非常に明るく

楽しく元気よく、カラオケやゲームをして盛り上がっていた。 
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 それを「きょういく」や「きょうよう」という。漢字で書くと学校の教育や教養を高める

という話になるので、ここはあえて平仮名にした。「きょう、どこどこに行く予定がある」と

いうように置きかえてほしい。例えばリハビリを一人で黙々とやれば筋力は維持できるが、地

域で生きていくためには必ずかかわりや活動性・社会参加が不可欠になる。つまりリハビリ

は自分自身を鍛えるためだけのものではなく、社会生活や地域生活ひいては在宅生活に根差

したものでなければならない。したがって、かけがえのない構成員になることが地域におい

ての役割、その人の存在意義を高めるのではないかと思う。 

 それでは、既に地域で実践している３つの団体に順次報告をお願いしていきたい。 

 

①勝沼雅典氏： 

 最初に同じ仲間の古澤から、私たちの団体ワーカーズコープについてお話しし、それから

説明をしたいと思う。よろしくお願いしたい。 

 

古澤氏： 

 ワーカーズコープは、30〜40 年前ぐらいから失業問題をテーマに掲げている団体であ

る。子育て中のお母さんや障がいのある方、年配の方など、働きたいと思う人が誰でも働け

る社会をつくっていこうということで、草刈りや掃除の仕事から始め、最近では福祉や地域

に貢献できる仕事をしている。 

 2011 年７月に東北復興本部（仙台）を設置し、岩手の大槌と陸前高田・宮城の気仙沼・南

三陸・石巻・亘理・登米の７つの地域でそれぞれ暮らしている人たち自身が、自分たちのま

ちに必要なことを自分たち自身で仲間を集めてつくり上げていく、そのお手伝いを一緒にや

っていきたいということで活動している。 

 

勝沼雅典氏： 

 ワーカーズコープが高田で活動拠点にしている直売所は、2013 年３月に旧森の前地区に開

所し、盛り土の関係で去年の 12 月に竹駒に移った。ことしは震災から５年という節目の年

で、市内のハード面の復興が徐々に進み、住宅の自立再建や復興住宅にどんどん移り変わる

転換期にきている。もともとなかった仮設住宅で生まれた住民同士のコミュニティがまた少

しずつなくなろうとしている中で、地域で誰もが集える場、住民同士で支える場という新し

いコミュニティが必要だと感じている。 

 直売所を運営しながら、いろいろな能力・技能を持っている地域の方に出会う中で、「今度

こういうことをしたいが、一緒にやらないか」と声をかけると、「私は、こういうことができ

る」「あの人を知っている」と、地域のつながりができ、地域の達人と出会い、そこからサロ

ン活動につながるという状態がある。また、移動販売や仮設に住んでいる方と一緒に共同農

園の活動をしてきて私自身が一番感じたのは、「福祉が決して制度の中にとらわれてはいけな

い」ということである。今後の復興に向け、さらに新たなステージにつなげられるような活

動を広げていきたい。 
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地域包括ケアアドバイザー 岩室紳也氏： 

 販売という仕事をしながら、なぜ人と人とをつなごうという発想になったのか。  

 

勝沼雅典氏： 

 陸前高田という地域の“お互いさま精神”がすごい。つい先日もまったく知らない高齢の

方が、旦那さんが先に亡くなられて一人でうちにいてつまらないということで、ふらっと来

た。「お茶を飲んでいったら」と、私と一緒にかかわっている方が声をかけたら、11 時〜夕方

の６時まで、本当にお茶を飲みながら自分のたまっていた気持ちを聞いてもらっていた。そ

ういうことを目の当たりにすると、つながりというか、誰かとかかわりたい、人に触れたい

といったものが一番必要なのではないかと思った。 

 

②泊お楽しみクラブ 藤原紀久子氏： 

 私たちが「泊お楽しみクラブ」を立ち上げたのは、昨年の 11 月である。きっかけは、市が

昨年４月〜７月の間に全８回で行った介護予防教室の陽だまりクラブで、８回で終わること

を聞いた地域の高齢者が、「これからも集まりたい」と声を上げたことである。市内はどこも

同じかもしれないが、泊地区も高齢者が多く、ひとり暮らしや高齢者だけの世帯、若い人と

住んでいても昼間は一人になってしまう人が多い。昨年、陽だまりクラブを開催したときは

15 名ほどが参加しており、泊お楽しみクラブになってからも、会員登録している方が現在

35 名（一番若い方で 71 歳、最高年齢は大正 15 年生まれの方）で、そのうち毎回 20 名〜

25 名ほどが参加している。 

 この泊お楽しみクラブの活動を行ってよかった点は、参加している人同士で欠席者の情報

を共有していることである。公民館での行き帰りにお互い手を引いたり、肩をかしたり、場

合によっては車で送迎もしている。今まで地区行事に参加しなかった人が参加するようにな

り、これは大変よいことだと思っているが、課題は活動費である。 

 活動資金については、岩手県の高齢者社会貢献活動サポートセンターのご近所支え合い活

動助成金の制度を受けた。この制度は、ご近所同士の支え合い活動などを行うことで、３年

間で最大 60 万円まで助成を受けられるもので、今年度は 30 万円の申請に対して 21 万円ほ

どの助成を受けることができた。この助成金のほかに特別な行事のときには１人 1,000 円の

会費を集めることがある。ただ、申請するための書類がとても細かく難しく、さまざまな制

限もあるため、２年目の申請についてはどうしようか悩んでいる。  

 自分たちの健康維持と楽しみのために始めた活動だが、一人で寂しく一日を過ごすことが

ないように、このような場所が市内に広まり、たくさんの人が笑顔で年を重ねていけるよう

なまちづくりを市にもお願いしたい。 

 

地域包括ケアアドバイザー 佐々木亮平氏： 

 矢作の精米サロンだが、きょうはご本人たちが来られないということで、馬場さんと大和

田さんがビデオを撮ってきてくれた。この動画を見ていただきたい。 
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③保健課 大和田介護予防指導員： 

 誰でも気兼ねなく立ち寄れる通いの場として、市内矢作町二又地区にある精米所をサロン

にした「精米サロン」をご紹介する。誰ともなく集まり（男性が多い）、いつの間にか看板も

掲げられ、ごく日常的な会話の中に情報交換や人との交流が自然に生まれている地域の中の

居場所（通いの場）である。まず、真ん中の青い帽子の方が精米サロンの家主。右側にいる

男性は、被災してみなし仮設ということで矢作に住んでいる。 

 次は、駐車場の奥に車が見えるが、偶然にもこの日お客様がタイミングよく来てくれた。ま

た、部屋の中に「はまってけらいん かだってけらいん」の旗があるが、これを置いていっ

たのは亮平先生だそうだ。先ほどの青い帽子の家主は村上さんといって 80 歳で、通称「ね

こ」という、30 キロもある一輪車を軽々と持ってしまうが、まったく問題がないそうだ。 

 これは、精米を頼んだご夫婦が用足しから戻ってきたところである。後から、この夫婦が

大きな事故に遭われた経験があり、お二人でそれを乗り越えて地域の方と交流をしていると

聞いた。皆さん、米を精米しなくてもいいので、ぜひ気軽にお立ち寄りいただきたい。 

 

地域包括ケアアドバイザー 佐々木亮平氏： 

 馬場さんにフォローをお願いする。 

 

馬場地域福祉課長補佐： 

 本日ここにお集まりの方々は、支援者や団体の方が非常に多いと思うが、この会議は誰で

も参加していいもので、地域住民にも参加してほしいと強く考えている。通いの場について

発表した３つの団体は、それぞれ別な地域で内容も異なる通いの場を創出している。皆さん

も自分の地区にどのような通いの場があるのかを考えていただきたい。 

 これは皆さん方もご存じだと思うが、自助・互助・共助、公助がある。「自助」がはまらっ

せん農園で、現在市内で 13 カ所ある。「互助」は、俗に言うボランティアや住民組織の活動、「共

助」が社会保険制度及びサービス、「公助」は、福祉事業等、生活保護や人権擁護、虐待対策

に分けられる。これは、資料にもあるので、持ち帰って読んでいただきたい。 

 きょうは、３つの団体の方々に「つながりを持ち続ける理由」ということで、キーワード

を言っていただいた。当たり前の思い、考えを行動に移し、自分にとって必要だから、○○

さんに必要だからという単純な思いから現在に発展しているというのは事実だと思う。今回

皆さんと共有したものについて、広報紙や民児協理事会・チームけせんの和の通信でもっと

知ってもらう機会を設けたり、それぞれの活動を報告し他地域・他団体と交流することによ

って、活動をみんなで認め合えることを目的にしたフォーラムを実施したい。また、この未

来図会議を「きょういく・きょうよう」の場として、地域住民に参加していただき、「はまっ

てかだって」をさらに発展させていきたい。 

 

（３）グループで「はまってけらいん、かだってけらいん」 

   テーマ：つながりを持ち続けている事例から学ぶこと 

・すごいね！ すばらしいね！ なぜ続いているの？ 何が大事なの？ 
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・ 次の具体的な実践につなげるには？ 自分の地域にはないかな？ 

 

１グループ発表：保健課 蒲生恵美保健師：  

 すごいね、なぜ続いているの？ では、「会員がふえている」「支え合い」「一致団結してい

る感じがある」「楽しいから」「やる気がある人がいる」「自然体だから続けられる」というこ

とが出た。 

 自分の地域では、「上浜田構造改善センターでお茶っこ会をやっている」「朝日のあたる家

が、誰でも気軽に通える場になっている」「近所の家にみんな自由に集っている」などが挙が

った。 

 

２グループ発表 

 すごいね、なぜ続いているの？ では、「歩いて行ける」「人とかかわりたい」「家に一人で

いたくない」「楽しいから続いているし、続けられる」「気を使わずに参加できる」「地域のま

とまりが強い印象」「先に立つ人の行動力がすばらしい」「内容が楽しそう」「お互いさまでや

っている印象」「芸達者が多くて楽しい」「気兼ねなく何でも話せる関係」「公営住宅に入居さ

れた方が明るく変わった」「外出することで近所のお互いの様子がわかる」などが出た。 

 自分の地域では、「広田町に俳句の会」「小友にノルディックウオーキングの会」「高田町に

小さい畑を共同でつくっている」「朝日のあたる家」がある。 

 

３グループ発表：保健課 佐藤咲恵包括支援係長： 

 すごいね、なぜ続いているの？ では、「ワーカーズコープの特技を生かして活用すること」

「田端のコミュニティが保たれ、中心になる人がすばらしい」「やっている人や見ている人が

おもしろがって、楽しんでいる」「集まりたい理由がはっきりしている」「集まっているうち

に楽しくなってくる。世間話が大好き」などが出た。また、社協や支援者側からつくるサロ

ンは、「業務の中で流れるようにスケジュールを組みがちだが、住民主体の場合は、きっちり

計画を立てないほうがいい」「高齢者の集まりは健康に関することを聞きたい」という声が上

がった。 

 自分の地域では、６人でお茶会を始めたところがある。私たちが無理にお膳立てしなくて

も自然発生的に出てくるグループはあるということだ。ほかに米崎仮設のボンジュールがあ

るが、そこは集団移転した方々が多いので、集まれば移転先で何かやるのではないかという

期待感がある。 

 

４グループ発表 

 すごいね、なぜ続いているの？ では、「場所があることも大事」「きっかけからつなぐこ

と」「お金を出すことで気楽に参加できる場合と逆に行きにくくなる場合もあるが、１回の負

担を減らすと楽しさがあり続く」｢できる範囲でできることだと長く続く｣という話があった。 
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５グループ発表 

 すごいね、なぜ続いているの？ では、「義務感がないのは参加しやすい」「内容に興味が

あり、気軽」「集う場所がある」「人とのつながりがここちよい」「顔見知りに会える」「集会

所へ行く健康管理がすごい」「住民の笑顔」「一つのことを成功させる取り組みがすばらしい」

などが挙がっている。 

 自分の地域では、「会員制の老人クラブ」「社協提供でも仮設住宅サロン」「はまらっせん農

園での交流の場」「菜園クラブが活動している」と聞いた。 

 

地域包括ケアアドバイザー 佐々木亮平氏： 

 きょうは泊お楽しみクラブの藤原さん、吉田さんにおいでいただいたので、一言ずつお願

いしたい。 

 

藤原氏： 

 きょうは、いろいろなことをよく知った。皆さんのやっていることはとてもすばらしかっ

たので、これからの参考にしたい。 

 

吉田氏： 

 88 歳になっても 90 歳になっても、みんな元気で集まってくれるのが本当にいいことだと

思っている。 

 

地域包括ケアアドバイザー 岩室紳也氏： 

 地域福祉課という新しい名称だが、通いの場づくりは地域福祉課だけでなく、いろいろな

人が仕掛けなければいけないというのは何となく伝わったと思う。  

 高田には、仕掛けているうちに、できる人ができるときにできることをやってくれる土壌

が既にある。ワーカーズコープさんたちのようにノウハウを持っている人たちが少し仕掛け

ると、いろいろな住民たちが集まってくる。そういうことを仕掛け続けたい。それが未来図

会議の大きな狙いだということを改めて確認した。  

 

３．その他連絡・アナウンス  

地域包括ケアアドバイザー 佐々木亮平氏： 

 協働センターから「まちづくりコーディネーター育成講座」、大船渡病院の村上先生から「リ

レー・フォー・ライフ・ジャパン 2016 さんりくかまいし」、「おはようさん」、「朝日のあたる

家」のペーパーをいただいた。咲恵さんから一言。 

 

保健課 佐藤咲恵包括支援係長： 

 ８月 10 日に「通い場づくりってどうなの、みんなが負担のない通い場をつくるのにはどう

するの」という学びの会を昼と夜の部に分かれて開催する。 
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◇次回：平成２８年 8 月 19 日（金） 

 メインテーマ（仮）：ＮＰＯのつよみを活かしてもらうには  

           …改めてＮＰＯって？ 震災後の市内での活動の実際は？ 

 会場：市役所第４号棟第６会議室 
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